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１．概要 

 
（１）研修概要 

持続可能な社会づくりをテーマに地域活性のリーダーとなる人材育成を目指して、学校の

教職員、社会起業家を志す方、地域で活動されている方を対象に、研修を実施しました。 

 本研修では、実際に地域や人とのつながりを通して活躍されている方々を講師に迎え、具

体事例を学びながら、地域のリーダーとして事業を立ち上げるために必要な人や場所、手

段等について考え、ディスカッションを通して、事業プランを作成し、協働による事業づくりを

模擬体験しました。 

また、教員や市民団体など多様な参加者相互の交流を図り、パートナーシップを築くこと

により、学校の子どもたちや地域の人々に対する持続可能な社会のための教育の場づくり

の推進に役立てることを目的としました。 

 

（２）研修のポイント 

①様々なネットワークを活用する事で今までの活動と比べ、様々な可能性を見出す事のでき

る人材の育成を行ないます。 

②様々な活動事例から、これからの地域活動には「繋がる事・繋がりを作る人」が重要である

事に気づきます。 

③グループワークを通して、受講者同士が繋がり、地域で応用できる ESD 事業を企画しま

す。 

④講座を通して、新しいネットワークを作ります。 

 

（３）概要 

日時 ： 平成２１年８月２６日（水）～２８日（金）（２泊３日）  

会場 ： 愛知県青年の家（愛知県岡崎市） 

参加人数：３７名 

主催 ： 環境省、文部科学省 

実施主体 ： 中部地方環境事務所 

協力 ： 愛知県、愛知県教育委員会、名古屋市 

請負団体 ： 株式会社フルハシ環境総合研究所 
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２．講座スケジュール 
 

１日目：８月２６日（水） 

時刻 
時間
(分) 

内容 詳細 場所 備考 

12:30 (30） 
受付 

・受講経費支払 

・資料受取 

  

13:00 

 

(35） 
開講式 

・開講挨拶 

・オリエンテーション 

・事務連絡 

第 1 研修

室（2 階） 

 

13:35 

 

(30） 基 調 講

演 

【今求められている人材

「つなぐ人」】 

＜講師＞平田裕一氏 

第 1 研修

室（2 階） 

○研修の目的を理解し、研修

に臨む気持ちを高めてくださ

い。 

14:05 (5) 休憩 

14:10 (155) 

事 例 発

表と情報

収集 

【各主体（地域・企業・行

政）の事例発表・事業企

画のための情報収集】 

＜ゲスト＞広田奈津子氏

木村真樹氏 

花木峰生氏 

伊藤隆氏 

＜コーディネーター＞ 

新海洋子氏 

第 1 研修

室（2 階） 

○周りの方と意見交換したり、

ゲストへ質問できる時間を設

けています。 

○本研修で事業企画を作成

する際に参考となる情報を収

集するとともに、自身の活動

に置き換えてみたり、活動の

幅を広げるヒントをつかんでく

ださい。 

16:45 (5) 休憩 

16:50 (40) 
ワークショ

ップ① 

【ねらいの共有化】 

＜ファシリテーター＞ 

西田真哉氏 

第 1 研修

室（2 階） 

○個人の関心のあることを発

表してもらい、グループづくり

（テーマ決め）の手段にしま

す。 

17:30 (30) 
講義 

【名古屋市の「つなぐ」取

り組み】 

＜ゲスト＞森本章夫氏 

第 1 研修

室（2 階） 

○本研修での事業企画づくり

や自身の活動への参考として

ください。 

18:00 

18:30 

 

(30) 

移動・ 

夕食 
― 

 

食堂（1 階）

○部屋割をご連絡します。 

○夕食 18:30-19:00 

19:00 (60) 入浴 ―  ○入浴時間 19:00-20:00 

20:00  

交流会 

【ゲストを交えたグループ

交流会】 

食堂（1 階） ○グループ交流会を通して、

事業企画におけるテーマ決め

を行います。 

○参加者間でのネットワーク

作りの機会としてください。 

22:00  就寝 ―   



 4

２日目：８月２７日（木） 

時刻 
時間
(分) 

内容 詳細 場所 備考 

7:00 

7:20 

 朝の集い 

朝食 

 食堂（1 階）  

○朝食 7:20-7:50 

  清掃  宿泊室  

9:00 (80) 
屋 外 プ ロ

グラム 

【発想の転換、プログラム

体験と見せ方・伝え方】 

＜インタープリター＞ 

酒井立子氏 

屋外 ○プロのインタープリターに

よるプログラム体験を通し

て、見せ方・伝え方のヒント

をつかんでください。 

10:20 (10) 休憩    

10:30 (120) 

ワークショ

ップ② 

【事業企画づくり】 

・持続可能な社会をつくる

ための教育とは？ 

・子どもたちにどんなことを

伝える？ 

・伝えたいことをどのように

伝える？ 

＜ファシリテーター＞ 

西田真哉氏 

新海洋子氏 

＜アドバイザー＞ 

広田奈津子氏 

木村真樹氏 

花木峰生氏 

酒井立子氏 

第 2、第 3

研修室 

（2 階） 

○グループごとに事業企画

を立案します。 

○立案した事業企画は、チ

ラシも作成し、最終的に「事

業企画集」としてまとめま

す。 

○現場に持ち帰って活用で

きる事業企画を考えてくださ

い。 

12:30 (60) 昼食 ― 食堂（1 階） ○昼食 12:30-13:30 

13:30 

 

 

 

 

 

(270) 

ワークショ

ップ② 

（続き） 

（グループワークの続き） 

・企画書作成 

・チラシ作製 

・発表準備 

＜ファシリテーター＞ 

西田真哉氏 

新海洋子氏 

第 2、第 3

研修室 

（2 階） 

○適宜休憩をとってくださ

い。 

18:00 (30) 休憩 

18:30 (30) 夕食 ― 食堂（1 階） ○夕食 18:30-19:00 

19:30 (60) 入浴 ―  ○入浴時間 19:30-20:30 

19:30  

自由時間 

・グループワークのつづき 

（企画書、チラシの完成ま

で） 

・自由時間 

第 2、第 3

研修室 

（2 階） 

○夕食前に企画書、チラシ

の完成まで進まなかったグ

ループはこの時間を利用し

て作業を進めてください。 

22:00  就寝 ―   
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３日目：８月２８日（金） 

時刻 
時間
(分) 

内容 詳細 場所 備考 

7:00 

7:20 

 朝の集い 

朝食 

 食堂（1 階）

 

 

○朝食 7:20-7:50 

7:50  清掃 

退所点検 

 宿泊室  

【グループ発表】 

＜ファシリテーター＞ 

西田真哉氏 

○グループごとに、立案し

た事業企画を発表してい

ただきます。 

8:30 (140) 

ワークショ

ップ③ 【現場をのぞみ見て】 

＜ファシリテーター＞ 

西田真哉氏 

第 1 研修

室（2 階） 

○体験の概念化と、各自

が現場に持ち帰るための

学びの総括をします。 

11:20 (10) 休憩    

11:30 (30) 
閉講式 

・修了証の授与 

・閉講挨拶 

・事務連絡 

第 1 研修

室（2 階） 
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３．講座内容 

1 日目：8 月 26 日（水） 

（１）開講式  

中部地方環境事務所所長挨拶市原信男氏 
・ 環境教育リーダー研修基礎講座は、環境教育推進法が発足した平成１５年から文科省との連

携により毎年夏の終わり頃に開催している。 

・ 今回は教員半数・地域リーダー半数、年齢は２１～６８歳と幅広い層の方々に参加頂いてい

る。  

・ 異なる主体が連携し力を発揮することを目標に、環境教育リーダーとしての基礎的な力をつけ

る研修となっている。  

・ 「つながる･広がる・高めあう」をテーマに講師の方々の講座から、皆さんが共に環境教育につ

いて考えて頂きたい。 

・ 役所⇔民間など主体同士の繋がりを作り、情報交換し、地方自治体や世代をつなげる場にし

て頂きたい。 

・ 愛知県、名古屋市、愛知県教育委員会、講師の方々の協力のもと準備段階から検討会を重

ねた。ご協力下さった方々に感謝申し上げる。 

・ 新型インフルエンザも流行っており、参加者の皆さんには３日間体調管理に気をつけて頂きた

い。 

愛知県教育委員会 義務教育課長挨拶  

岡田豊氏 

・ この研修は子どもたちや地域の人々に対する環境教育、環境学習を推進する人材を対象に、

知識の習得や体験学習を重視したものとなっている。 

・ 環境教育リーダー研修は全国の地方環境事務所、北海道から九州に渡る７つのブロックごと

に開催されている。 

・ 愛知県は名古屋を中心に商業・工業発達した地域である一方、里山が多く残り自然に恵まれ

ている地域でもある。特にここ岡崎市のある三河地区は豊かな自然を保護しながら発展した土

地である。 

・ 来年ＣＯＰ１０（生物多様性条約第 10 回締約国会議）がここあいち・名古屋で開催される。それ

に伴い、愛知グリーンウェイブ運動として植樹活動を県内全ての小・中学校で行い、生物多様

性について考えるきっかけ作りを推進している。 

・ 愛知県では子ども環境会議を開催し、子どもたちにＣＯＰ１０本会議の場で提言する事を計画

している。 

・ この研修では環境教育において子どもたちを取り巻く、学校・地域・行政・企業が相互に繋がり

あうことも大きな目的としている。 

・ この度の研修でお世話頂く愛知県青年の家職員の皆様方に厚くお礼申し上げる。 
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（２）基調講演 

 

基調講演 

今求められている人材「つなぐ人」 

平田裕一氏（中京女子大学健康科学部 学部長） 

 

 

■概要 

今求められている人材は「つなぐ人」である。世の

中の多すぎること・少なすぎることを切り口に、双方の

主張を聞くことによって互いのニーズを理解し、そのためにどのようにしていくと良いのか意見交換

をし、本研修のベースづくりとした。「つなぐ」為に必要なワークを全員で行うことで、つながる・広が

る・高めあうという今回の研修の目的を理解し、研修に臨む気持ちを高めた。 

 

 

■講義 

あなたが考える、世の中で多すぎること（物）・少なすぎること（物） 

まず世の中の変化がどのように生じていくのかを考えるために、世の中で「多すぎる」と思うこと、

「少なすぎる」と思うことを各自書き出した。講師から例として、「少なすぎる（少なくなった）こと」に

「親からの信頼、早朝のラジオ体操」、「多すぎる（多くなった）こと」に「親からの苦情」等が挙げられ

た。 

その後、隣の人と自己紹介を兼ねて意見交換をしながら、なぜそのような社会になったのかに

ついて考えた。 

 

 

世の中の変化は、どのようにして生じているか 

社会の変遷として、近距離でも自家用車を利用し歩かなくなったことや、手仕事や共同作業が

減少したこと等、簡単便利化・軽薄短小化が挙げられた。その一方で情報化が進み、一人ひとりに

課せられる責任は重くなり、現代人の精神的負担は増加傾向にある。また講師の実体験として、子

どもに携帯電話を持たせることで安心感は生まれたが、子どもの友人関係が分からなくなったとい

う問題点もある。そして、産業構造の簡単便利化によって失うものも多いことが挙げられた。 

このように、お互いが課題を共有し、意見交換をしながら理解し合うことで、何が求められてい

るのか、何をすべきなのか解決策を考えるといったプロセスが大切であると述べられた。 

 

つなぐこととは 

国語辞典によると、１）ひも、綱などで物を結びとめて離れないようにする、２）離れているものを一
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つに結ぶ、３）長く続けて絶やさないようにする、という意味がある。 

皆さんの意図で「つなぎ合う」ことで、それぞれの思いや課題を共有し、新たな物を作り出すとい

う作業がこの研修で望まれている。 

 

あなたが「つなぐ」内容とは 

「環境」を広義に捉えた場合、私たちが生活するエリアにおいて「環境」とつながるものには、生

物分野に限らず、子ども・教育、福祉･健康、文化・芸術、スポーツ、食等、多岐に渡る。講師が関

わった「つながる」ことによる好事例として、文部科学省が学校と連携して取り組んだ、愛知県知多

市での体育の授業内容の改善について紹介した。コーディネーターとなり専門の指導者を適材適

所に派遣することによって、10 分しかなかった運動時間を最低 20 分確保する授業に改善できたこ

とを紹介し、「つなぐ人」には人や物をコーディネートする能力が重要である。 

 

あなたが「つなぐ」対象とは 

「つなぐ」対象には、１）学・学連携、２）学・社連携、３）学・企連携、４）社・企連携、５）企・企連携、

６）個人と学・社・企・行、等様々ある。こうした連携が本研修の中で生まれてくることを期待したい。 

 

「つなぐ」時に考えること  

「つなぐ」時に考えるべきこととして、以下の４点が挙げられた。 

１）つなぐことが求められているのかどうかの判断 

つなぐ必要性を双方が共有しているか否かを判断し、目的を明確にして「つながり」を作っ

ていくことが重要である。 

２）つなぐためのチャンネルの有無 

誰とどのようにつながると組織同士で機能していくのか、担当者はどのような人か等を確認

する必要がある。 

３）つないだ際の双方の作業理解 

双方の作業、時間、経費等、組織の仕組みをよく理解しておく必要がある。 

４）つながった後の継続・拡大、または縮小等の判断 

目標値を定めてつながりを評価していく仕組みを導入する必要がある。またつながり方は

絶えず変化することを認識しておくことが重要である。 

 

参加者が意図的につなぐ・つながる事で、互いが情報を共有し、更にそれぞれの立場で求めて

いることが分かると、新たなものを作り出すことができる、というつながり合うことの意義が述べられ

た。 

また長続きの秘訣として、「つなぐ必要性を共有できているか」が挙げられた。誰の為につなぐの

か、またつなぐための仕組みを理解し、作業確認をする事が必要で、つながった後の拡大･縮小と

いった規模等は絶えず変化するということが解説された。 
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「つなぐ人」に求められること（力） 

つなぐために必要な力として以下の６点が挙げられた。 

１）主体の「needs」、主体的に必要とされること 

周りの声を聞く力、どういうことが求められているのかを見抜く力、ニーズを見極める力。 

２）全体（双方）を見渡せる力 

実行する際に、周りの動向や要望を把握し、組み入れられているかを判断する力。 

３）計画力（時間・経費・人材・方法・・・） 

４）組織に訴える力（交渉・広くＰＲする力） 

５）フットワーク 

６）宮沢賢治的精神「１１月３日（雨にも負けず）」 

たとえ評価されなくても、苦にもせず、ただひたすら困っている人のもとにいって仕事をするとい

う精神が大切。 

 

まとめとして、「何のために・誰のために、つなぐのか」ということについて双方合致する事が必要

であることが強調された。最後に、この研修が実りあるものになることを期待するという言葉で基調

講演が締めくくられた。 
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（３）各主体（地域・企業・行政）の事例発表・事業企画のための情報収集 

 コーディネーター：新海洋子氏 

（環境省 中部環境パートナーシップオフィス 

 チーフプロデューサー） 

  

■イントロダクション  

環境学習のポイント 

自己紹介の後、新海氏が大切にしている環境

学習のポイント 5 点が紹介された。 

１．社会にある全てのものが教材となる 

２．地域にこだわる（地域にあるものを子どもたちに伝えていき、世界について知りながら自分自身

についても知ることが大切である。） 

３．参加者の力を引き出す（学校の学びでは「教える」手法が多い。一人ひとりの持つ力を引き出す

ためには、コーディネーション、ファシリテーション力が必要となる。） 

４．地球規模で捉える 

５．社会に参加する力、社会を創る人（社会化のプロセスを創る事が環境教育である。参加するだ

けでなく、それを社会化させる力が今後もっと必要となる。） 

 

事例発表の目的、心得 

研修の目的として、今回参加者が「具体的に活動できるようになる！」ということを第一に挙げた。

そして本研修における参加者の心得として、 

・ 講師陣の発表をそれぞれの事業計画づくりの参考とすること 

・ この研修全体に渡って事業計画づくりの情報収集の時間にすること 

・ 講師陣の事業がどんな思いで、どんな活動がされているのか「つながる」視点から視ること 

以上の３点が挙げられた。これらの事から社会を作り直す力として「参加、対話、協働、供創」４つ

のキーワードに加え、「つながるために、互いに持ち寄る」ことの必要性を、本研修で捉えるように参

加者に意識付けた。活動の幅を広げるヒントを掴む為に、話を聞くという受身な状態に終始せず、

出し惜しみせずに自ら積極的に話しを持ち寄ることで、新しいこと・ものが生まれるということを訴え

かけた。 
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■事例発表① 

広田奈津子氏 （ブログミーツカンパニー代表／COP10 なごや生物多様性アドバイザー） 

  

 

COP10 なごや生物多様性アドバイザーについて 

まず、来年名古屋市で開催される COP10（生物多様性条約第 10 回締約国会議）についての紹

介があり、続いて「なごや生物多様性アドバイザー」という立場から、地球の現状と生物多様性につ

いて解説があった。現在、恐竜が絶滅した時代の４千万倍以上のスピードで種の絶滅が進んでお

り、その大きな原因が森林の減少であることを伝え、その具体的な事柄やその要因として以下のこ

とが挙げられた。 

・東南アジアの森林：プランテーション化（主に油を生産）する目的で利用される。その植物油は

日本で利用されている。（パーム油等） 

・アマゾン熱帯雨林：牧場・プランテーション化を目的として利用される。そこで生産された食料は

日本に出荷される。 

森林が１秒間にテニスコート１面分のスピードで消失する現状に、日本の経済活動が大きく関わ

っていることが説明された。森林の消失から引き起こされる現実として、広田氏が現地で撮影したフ

ィリピンの禿山の写真（伐採された木材の４０％が日本へ輸入される）を見せ、「みんなで無理心中

しているみたいで、ひざが震えた」という自然発火の様子を紹介するとともに、現場で体感した危機

感を参加者に強く訴えた。 

 

ブログミーツカンパニーについて （企業とつながる） 

次に広田氏が代表を務めるブログミーツカンパニーについての紹介が行われた。 

ブログミーツカンパニーは個人のエコアイディアを募り、企業に提案する活動を展開する団体で

ある。経済的な理由で森が失われる現実にアプローチするために2006年に設立され、市民が考え

たエコアイディアや要望等、１つのアイディアに対し 100 件以上の賛同が集まり次第、企業へ送る

事を行っている。提案を受け入れ変化が起きた製品・企業の情報は、インターネットを通じて応援し

たメンバーに発信されることにより、口コミ広告の効果が生まれるという仕組み。具体的な提案例と

して以下の事例が挙げられた。 
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(例） 文庫本のカバーは要らない。規格外の野菜も出荷して欲しい。スーパーで量り売りをして

欲しい。箸を洗い箸にして欲しい。納豆の包みを間伐材を薄く削ったものにして発売して

欲しい、等。 

納豆の包装を間伐材に替えた茨城県の企業では、これによりコストが 10 倍近くに膨れ上

がってしまったが、提案に賛同した消費者が商品を買い支え、応援することによって成り

立っていることが好事例として紹介された。 

ブログミーツカンパニーでは、「批判しないこと」「非難しないこと」をルールとしており、まず相手

を受け入れることによって関係性を作っていくことが大切であること、「批判・否定的なエネルギーは

たとえ理にかなっていても人の心に届きにくい」ということが述べられ、良好な「関係性≒つながり」

を作るためには「批判・非難をしない」姿勢が大切ということが強調された。 

 

■コーディネーター（新海氏）と広田氏のセッション 

コーディネーター：  

・教育現場（学校）とつながることを考えた時にどんなことができるか？ 

・子どもに伝えたいこととは？ 

広田氏： 

（フリップに 「キャンパスミーツカンパニー」 と掲げて。） 

キャンパス発の企業向けの提案、新商品のアイディアがあったらおもしろい。また、何かを感じ、

思いついたときに「今やる」ことが大切である。何気ない会話の中の「○○だったら良いなぁ･･･」を、

その場の世間話で終わらせず、それを「今」やることが大事であり、自分で行動を起こすことが大切

である。地球を救うために 6 歳ができる事、60 歳のお年寄りができる事、それぞれの年齢が、それ

ぞれできることを考えなければいけない時に来ている事を訴えた。 

子どもに企画をさせること、子どもにカメラ・取材のペンを持たせること、子どもにばかり任せるの

でなく大人も一緒に考える、という謙虚な姿勢を持つことで子どものモチベーションも上がるのでは

ないかと提言した。 
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■事例発表② 

木村真樹氏 （コミュニティー・ユース・バンク momo 代表理事） 

  
 

コミュニティー・ユース・バンク momo について （地域とつながる） 

木村氏自身が運営するコミュニティー・ユース・バンク momo の取り組みから「つながる」ことの重

要性と、「持続可能な社会」がどのようにして保持していけるのかが解説された。今求められている

のは、「グローバル化でなくローカル化」であり、「地域があってこそ」と述べ、一般的な銀行のように

出資、融資をするのではなく、お金を通して出資者と融資先が「つながる」ことの事例が挙げられた。

また、お金の流れの話として銀行で「貸出率＞預金率」となっているのは東京だけであり、これは地

方のお金が東京に流れていることを示していると説明があった。このような事から「持続可能な社会

＝持続可能な小地域の集合体」と定義するならば、そのカギを握るのは以下の 2 点だと強調した。 

 ・「ユース」（小地域の未来を担う若者） 

 ・「バンク」（お金の地産地消） 

 

つながりあった結果 

コミュニティー・ユース・バンク momo の内容として NPO 等で地域貢献する方、地域や将来の為

になる出資がしたい市民、農業経営など地元で事業を行っている方等が互いにつながり合う為の

金融システムについて解説した。融資先とのつながりの具体的事例として、以下の取り組みが挙げ

られた。 

１）岐阜県郡上市での田舎暮らし体験を運営している団体への融資先訪問ツアー、ブラザー工

業の協力のもと東海若手起業塾における経営戦略会議の開催、２）マイクロ水力発電によるエネル

ギー自給モデル構築事業への融資先訪問ツアー、カフェ形式での取り組み紹介（momo cafe）、３）

街頭キャンペーンを行う他企業と連携し、資金調達活動についてのスタッフ募集合同説明会、講

座の共催、研修の実施。 

また、丁寧な情報発信や呼びかけにより、出資者・運営事務局・融資先などがつながった結果、

起きたこととして、以下のことが紹介された。 

・「電話機ください」の呼びかけに複数名が名乗り出る。 
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・振込用紙「スタッフ募集合同説明会」「講座の共催」「研修の実施」に寄付欄を設けて情報会員

の更新をお願いしたところ、複数名から寄付をいただく。 

・今年度の総会における議決権の行使率は 93％。 

・「融資先のリフォーム計画書を作ってるよ！」と、融資先を資金以外でもバックアップ。 

・「融資先の返済利息分を寄付したいんだけど」との申し出。 

このように実際に寄せられた声から、お金だけでなく環境教育においても、自分からこういうこと

をやってみたいと思う、自主的な「つながり」を生み出すことの重要性を説いた。 

 

■コーディネーター（新海氏）と木村氏のセッション 

コーディネーター： 

・教育現場（学校）とつながることを考えた時にどんなことができるか？ 

・子どもに伝えたいこととは？ 

木村氏： 

日本では 2005 年を金融教育元年と位置づけ、貯蓄から投資へという流れがある中で、いかにリ

スクを回避するかという教育が多くなった。豊かになった今問われていることは、お金を社会の中で

いかに活かしていくかということである。お金の循環が見えない世の中になっているからこそ、問題

が起きてくる。なぜ momo に 300 人以上の出資者がいるかというと、自分のお金が活かされているこ

とを実感でき、目で見ることにより「つながり」を感じることができるからである。 

これがまさに相互に実りのある金融教育になっている。 

 

 

■近くの参加者同士、事例に対する意見交換 

広田氏、木村氏の事例発表を聞き、近くの参加者同士、事例に対する意見交換を行った。 

 

■参加者からパネリストへの質問 

  

質問：環境教育に対する意識が高まっている。「自然発火」「あと 5 年が勝負」という言葉がすごく残

っている。あと 5 年で、どうなるのか？学校、企業にして欲しいことは何か？ 
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回答：自然界の変動を“蓮の葉クイズ”で例えて説明した。蓮の葉は 1 日で倍大きくなり、30 日目で

池の表面を全て覆う。池を半分覆ったのは、いつかというと、答えは 29 日目であり、つまり加

速度的に自然環境は変化し、問題が深刻化する。そうした問題解決について国際会議で決

議されるために、世論が高まる必要性、子どもの声が重要となる。一方で自分の生活を、自

然を破壊するシステムから独立させることをまずは始めてみる、自立するための根を張り、横

につなげていくことが必要である。（広田氏） 

 

質問：金融教育と環境教育の結びつきを教えていただきたい。  

回答：ここに講師としてよばれた理由は、金融教育の大切さを伝えることではなく、コミュニティー・

ユース・バンク momo での活動の中での「つながり」をつくること、つながった結果に関する経

験について紹介することで、皆さんが環境教育を深めるために役立てていただけることがあ

るのではないかという視点で話をした。また、環境と金融は密接につながっていること、投資

の結果がどれだけ環境破壊に結びついているのかを考えると、金融（お金）はいわば血液で

あり、世の中の問題を助長させるのも、改善するのもお金が関わっているということが言える。

（木村氏） 

 

コーディネーター： 

見えていないもの、見させていないものをいかに見せていくかということが、環境教育につながっ

ているのだと思う。そのあたりを今回の研修の中でも議論していけたらよい。 

 

 

■事例発表③ 

花木峰生氏 （ブラザー工業株式会社 CSR・ブランド戦略推進部 

 地球環境・社会コミュニケーショングループ チームマネージャー） 

   

 

ブラザー工業における環境活動・環境教育 （市民・行政とつながる） 

ブラザー工業における環境活動概要・環境教育について解説された。環境活動として５R
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（refuse, reduce, reuse, reform, recycle）による CO2 排出削減、太陽光発電施設設置、屋上緑化、

廃棄物削減（リサイクル率 99.7％）、エコプロダクツ展出展が挙げられ、環境社会貢献活動としてブ

ラザーエコポイント活動、社員のエコ活動、ブラザーコミュニケーションスペース（BCS）での環境教

育、展示会でのエコ宣言、郡上市の白鳥のスキー場での企業の森活動が挙げられた。 

環境教育としては、地域の小中学校、高校、大学、社会人対象に５R 学習や親子モノ作り教室、

会社トップと生徒がエコに関して対談するエコトークセッションなどの事例が紹介された。 

 

環境活動・環境教育に対する課題 

これら活動を通じた課題として、環境教育面では主に教材力不足、講師のスキル、見学ルートの

安全・充実化、社内における部門を横断しての連携が、対応面では学校との接点の少なさ、他業

種との連携が少ないことや時間の兼ね合いが挙げられた。 

 

■コーディネーター（新海氏）と花木氏のセッション 

コーディネーター： 

企業は社会的にも環境への取り組みが求められている中で、実は環境学習の拠点であることが

わかった。ブラザー工業のように、企業の持っている技術やノウハウを、地域に還元していこうという

流れがあるので、学校の中だけで環境学習をしようというのではなく、企業と連携できる可能性があ

ることがわかった。 

子どもが地域の大人と接する機会が少ないので、子どもの声を聞きながら、教材やプログラム開

発することはとてもいいことだと思うが、実際に学校の先生と接する中でどういう思いが生まれてい

るのか。 

花木氏： 

学校の先生とは、すべておまかせという形ではなく、協力してマネジメントしていける体制を望ん

でいる。また、子どもの意見や感想から学ぶ事も多いので、もっと接点を増やし、子どもの目線での

考え方も取り入れて行きたい。 

 

コーディネーター： 

子どもたちにとっても、地域社会の大人と接する機会を持てることは大事だと思う。研修の中でそ

ういった企画が出てくると良い。 
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■事例発表④ 

伊藤隆氏 （愛知県 環境部環境活動推進課 課長） 

  
 

過去に携わった産業公害防止の業務から現在の環境活動推進課に移り変わる中で、「産業公

害と人への健康被害」「生活が豊かになった反面に起こる、都市型公害やごみ問題等」「地球環境

問題（温暖化、生物多様性）」についての認識や、環境教育の必要性や価値観について解説され

た。また、来年度開催される COP１０をキーワードとして持続可能性、循環、共生・多様性と「地球

の命をつないでいこう」「みんな違ってみんないい」が紹介された。 

 

愛知県が取組む環境教育 （地域とつながる） 

愛知県と地域がつながる事例として愛知万博や、産学協働の足がかりとなる地球市民村、自然

学校（日本環境教育フォーラム）が紹介された。また、現在取組む環境教育として、 

① 環境副読本の作成 

② あいち環境絵本大賞事業 （絵本の公募、応募絵本の貸出、読み聞かせ） 

③ もりの学舎（公募による 30 名強のインタープリターを養成し、小学生から成人・親子が共に

体験できる自然体験学習の場を提供している） 

④ やるキッズあいち劇場 

⑤ 環境学習ネットワークの構築（環境学習施設をつなげる愛知県環境学習施設等連絡協議

会）  

⑥ 県職員のための環境教育講座（講師：INAX） 

が挙げられた。「環境と○○連携」として、地域振興、産業、県民生活、農林水産、教育、防災、建

設、環境福祉など行政の各分野と連携の重要性を解説した。 

 

 

■コーディネーター（新海氏）と伊藤氏のセッション 

コーディネーター： 

県には市町村とは違う形で、行政内部をつなぐ、外部とつなぐという役割があると思うが、つなが

ることに際して、難しい点は？ 
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伊藤氏： 

過去の経験を振り返ると、今の時代はつながりやすいと感じている。環境は現在多様な分野に

盛り込まれる要素となっており、つながらなければ今後は展開できない。企業においては、環境の

取り組みが単なる社会貢献から、本業をいかにサステイナブルにするかといった方向にシフトする

ことが求められている。 

 

 

■近くの参加者同士、事例に対する意見交換 

花木氏、伊藤氏の事例発表を聞き、近くの参加者同士、事例に対する意見交換を行った。 

 

■参加者からパネリストへの質問 

質問：生物多様性についてどの様に教育したら良いか分からない。何か良いプログラム・教材は無

いか？ 

回答：「私たちと環境」（愛知県が作成した副読本）を読むか、もりの学舎に来ていただくなどが県と

しては今出来る。ゆくゆくはインタープリターの派遣などで協力したい。（伊藤氏） 

質問：子どもたち対象の出前講座を行っている企業を教えて欲しい。 

回答：EPOC の出前講座パンフレットを見れば、中部電力や日本ガイシといった企業名と、連絡先、

講座タイトルも書かれているので参考にしていただける。（株）フルハシ環境総合研究所が

その事務局をやっており情報を持っているので、事務局に相談しても良い。（花木氏） 

 

 

■最後にパネリストから一言 

  
・ここからが始まり。参加者間での交流を通して、情報交換・共有をし、この 3 日間で新しい取組が

生まれると嬉しい。（広田氏） 

・自分の地域は自分で担う。当事者意識が社会的活動をしている人々の共通の意識だと思う。当

事者意識を育む上で響くテーマはそれぞれ。（木村氏） 

・これからが本番。情報共有・収集して欲しい。企業として連携したい。（花木氏） 

・情報は多いけれど行動は少ない。自分の暮らしは持続可能なのか？そこに対してたくさんの情報
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を入れて行動できるように講座を有効活用して欲しい。（伊藤氏） 

・これから、皆さんが主役となり活動するために、ここにいる人々を活用して欲しい。（新海氏） 

 

■コーディネーター（新海氏）よりまとめ 

・この時間で得られた情報、気づきを、この後の事業計画づくりに活かして欲しい。 

・まだゲストに質問したいことがあると思うが、交流会の時間に深い話をしていただきたい。  

・今回の研修は、各主体が集まって話ができる貴重な機会ととらえて、自身の活動に活かせるよう

仲間を見つけたり、情報を持ち帰ったりして欲しい。 

以上のことを胸に、参加者に今後の研修に取組んでいただきたいとまとめた。 
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（４）ねらいの共有化 

西田真哉氏 （トヨタ白川郷自然学校） 

 

この研修で、参加者の皆さんに、グループを作っ

て企画を作り上げていただくために、今自分がどん

な思いでこの研修に参加しているか、どのような課

題に対し何をしていきたいと考えているかを改めて

自覚し、できるだけ多くの参加者と自己紹介をしな

がら、思いを伝えあうことで、ねらいを共有化するた

めの時間とすることを説明した。 

 

【ワークショップ：自己紹介】 

・用紙（自己紹介シート）に、名前・所属区分・活動県・研修のねらいを記入する。 

・自己紹介シートを名刺として持ち、参加者同士で自己紹介をしあう。 

 

環境教育には、環境の中（in）で行う教育、環境のために（for）行う教育、環境について（about）

学ぶ教育の 3 種類があることを説明した上で、交流会までに、「どんな人にどんなことをしたいか

（願い）、どのような課題に対し何をしたいか」を書き加えておくことを宿題とした。 
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（例） 
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（５）名古屋市の「つなぐ」取り組み 

森本章夫氏 （名古屋市 環境局 環境都市推進課 主査） 

 

本研修での事業計画づくりや自身の活動へ

の参考として、名古屋市の取り組みと環境教育

の考え方について伝えたいと述べた。 

まずは、「幅広く各世代に応じた環境学習の

展開と協働する人材の育成」として、なごやエコ

キッズ、環境サポーター、なごやエコスクールな

ど名古屋市の取り組みをわかりやすくまとめた一

覧表を紹介し、その後各取り組みについての詳

細が説明された。 

 

名古屋市環境局の次世代環境学習について紹介 

・なごやエコキッズ 

幼稚園・保育園に向けて認定制度を設け、環境にやさしい取り組み（園児に対する働きかけ、

環境保全の日（毎月 8 日）における園での取り組み、家庭に対する働きかけ）を実施できるよう以

下の支援を行っている。 

①環境サポーターの派遣・・・環境学習の実施 

②メッセージシート（毎月 20 日頃発行）の提供 

③教材の作成・提供 

 

・環境サポーター制度 

・「なごやエコキッズ」「なごやエコスクール」で環境学習プログラムを実施する人材を、名古屋市

が派遣する制度。登録制。 

・現在環境サポーター制度には 96 名が登録しており、なごや環境塾修了生、環境カウンセラー、

自然観察指導員、等の知識を持つ人で構成されている。 （研修のしおり P.11 参照） 

・サポーターの派遣を希望する保育園・幼稚園・小学校は、70 個のプログラムの中から希望のプ

ログラムを選択し、申し込むことができる。 

・環境サポーターについての考え方としては、これまで培った知識や経験を子どもたちに伝えた

いという意思を強く持っている人たちの思いを支援する仕組みとしている。 

 

この考え方に賛同できる方は是非ご参加いただきたいことが呼びかけられ、特に定年退職され

たサポーターが多いこともあり、企業などで積まれた知恵を伝えてもらいたいと述べた。 
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・環境サポーターニュース 

毎月 20 日頃、名古屋市が取り組む環境について、環境サポーター間の情報交換を行うことを

目的として発行。 

 

・なごやエコスクール 

小中学校・高校等に向けて認定制度を設け、環境にやさしい取り組み（児童・生徒が主体のク

ラスでの取り組み、児童会・生徒会が主体となった学校での取り組み）を実施できるよう以下の支

援を行っている。 

①環境情報ネット・・・インターネットを利用した情報提供 

②出前授業の提供・・・環境局職員、NPO や各種団体、EPOC（中部環境パートナーシップ

CLUB）による体験学習等 

③教材の提供 

 

・なごやユニバーサルエコユニット 

13 大学 16 キャンパス参加の、大学生とのエコ協働事業。 

・大学祭の実行委員会にアピールし、負担金事務取扱基準を以って「エコ企画」を支援。 

・対象事業は、①低炭素社会の実現②自然共生社会の実現③循環型社会の実現。 

・エコユニットの活動としては、学生たちが主体となり、オリジナルの啓発用品の作成やエコイベン

トへの参画を行っている。 

 

 その他の環境学習として、教育委員会主催の「エコフレンドシップ事業」（小・中学校対象）につ

いて紹介された。 

最後に、名古屋市の環境サポーター制度は 2050 年になっても続いていてほしいと考えているこ

と、また地域や先生をつなぐ等、「つながり力」を持った人を輩出していけるような制度・仕組みを作

っていきたいと述べ、締めくくった。 
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（６）ゲストを交えたグループ交流会 

ファシリテーター：西田真哉氏（トヨタ白川郷自然学校 校長） 

アドバイザー：新海洋子氏・広田奈津子氏・木村真樹氏・花木峰生氏 

・伊藤隆氏・森本章夫氏・酒井立子氏 

 

ここからは、学ぶという受身の態勢ではなく、自分自身がつなぐ役割を担うと思い、情報交換をし

てほしい、と伝え交流会を開始した。 

 

【ワークショップ：情報交換】 

「どんな人にどんなことをしたいか（願い）、どのような

課題に対し何をしたいか」を書き加えた自己紹介シート

を参加者同士で紹介し合い、情報交換を行った。また、ア

ドバイザーとして研修講師にも参加してもらい、事例発表

では聞くことのできなかった様々な活動のポイントを聞き出

した。 

・５人１グループで講師を囲む、また講師のグループに

入れない場合は、参加者同士でグループを作る。 

・名刺シートに書いた「どんな人にどんなことをしたいか

（願い）」を紹介し合う。（10～15 分×4 回） 

  

  

【ワークショップ：グループ作り】 

この研修でグループごとに事業企画を作り上げることを説明し、作成した企画は実現化するため

のヒントとして企画集という形で持ち帰ってもらいたいと伝えた。企画集の事例として、西田氏が過

去に関わったワークショップで作られた「なぎさ遊び 120 選」「わさび図鑑」等の企画集が紹介され

た。その後、以下の通り企画を作るためのグループ作りを行った。 

・自己紹介シートを手に、一人ひとりがコーディネーター

というつもりで、一緒に企画を作り上げていけそうな相

手を探す。 

・5～6 人のグループができたら椅子に座り、企画テーマ

を決めた。 
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2 日目：8 月 27 日（木） 

（７）発想の転換、プログラム体験と見せ方・伝え方 

酒井立子氏（プロ・ナチュラリスト） 

 

気持のいい天気なので、楽しんで参加していただき

たいという言葉とともにプログラムをスタートした。 

 

 

 

 

【導入プログラム：「かたち鑑定団」】 

「三角、星型、ハート型・・」などの「形」を、自然の中で探すというプログラム。足元を見つめてみ

たり（ミクロの視点）、遠くを見つめてみたり（マクロの視点）すると自然の中には様々な形があふれ

ていることに気づくことを説明した後、各グループに「形（矢印、３、三角、ハート、ミッキー、三日月、

星型、顔型）」のカードを配り、自然の中から同じ形をしたものを探すように伝えた。 

 

 

自然の中でみつけた「形」をグループ毎に発表し、その形に見えるかを全員で鑑定した。参加者

からは「楽しかった」「探してみると意外に見つかった」などの感想が聞かれた。 

 

普段は自然を「形」という視点で見ることはあまりないかもしれないが、実は、私たちは昔から自

然の形を取り入れて江戸小紋などの模様や家紋を作ってきたこと、また象形文字を見るとわかるよ

うに漢字も自然の形がもとになっていることが紹介された。 

まとめとして、自然の形を見るということから、歴史や文化のテーマでつなげていくとさらに発展し

たプログラムを作ることができることも付け加えた。 
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【プログラム：「つめあわせ」】 

１０個に仕切られたケースに、自然物を詰めていき、素敵な贈り物を作るプログラム。贈る相手を

チームで相談しながら想定し、テーマを決め、贈り物にはタイトルをつけるよう説明した。 

   
 

発表 

テーマ：「ペア」、贈る相手：夫婦 

内容：どんぐりとその帽子、白いものと黒いもの、食うものと食われ

るもの 

 

 

 

テーマ：「静と動」、贈る相手：生き物が好きな小中学生 

内容：大きめのチョウ、羽化する途中のセミの抜け殻 

 

 

 

 

テーマ：「見て、聞いて、触って、嗅いで、味わって」、岡崎の夏 

黄色、赤、緑、茶色、薄紫などの色を見て楽しむ、おいしくて香り

の良い実、とげとげの葉など 

 

 

 

テーマ：「きれいだね、色っぽいね」、贈る相手：男性から女性へ 

内容：カラフルな色合いの花と実 
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 酒井氏から、集められた一つひとつの自然物について解説があった。同じ場所にいても詰め合

わせの内容が違うことから、人によっていいと思うもの、目に留まるものが違うことがわかり、これも人

間の多様性であると言えると説明した。また、テーマを設けることで何もないようなところでもいろい

ろな物を見つけることができるので、今日のプログラムのように難しいことをしなくても、自然を体験

する方法をいろいろ考えることができると伝えた。 

最後に、酒井氏が関わっている「もりの学舎」での森のツアーや工作教室、「あいち海上の森セ

ンター」でのセルフガイドブック、「藤前干潟センター」について紹介された。こうした施設やツール

を子どもの環境学習の際に上手に利用して欲しいことが説明された。また、自分たちでプログラム

を作ることに挑戦してみるのも良いし、酒井氏自身も参加者と連携してできることがあるかもしれな

いという言葉とともに締めくくられた。
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（８）事業企画づくり 

西田真哉氏（トヨタ白川郷自然学校 校長） 

アドバイザー：新海洋子氏・広田奈津子氏・木村真樹氏・花木峰生氏・酒井立子氏 

 

グループメンバーそれぞれの想いを寄せ合い、環境教育事業の企画を行った。まずは達成した

い目標、そのためのねらいを定め、プログラムを含んだ事業企画をするよう、６W2Hを基に説明をし

た。翌朝までに企画書・チラシを作る事を目標とし、グループワーク形式で行われた。 

 

「企画とは想いをカタチにすることであり、今からは１つの企画を創りあげるために、合意を取り、

形にしていく時間である。それぞれの想いを寄せ合い、この企画は社会の動きや人々の役に立つ

だろうかと考えながら創りあげて欲しい。また、ゲストスタッフに質問したい場合は、グループに招い

ても良い。いきなり事業計画ではなく、まずは自己主張をし、想いを寄せ合いましょう」と西田氏から

の説明があり、企画作りをスタートした。 

企画作りは、行き詰ったり疑問が生じた場合に、随時アドバイザーにアドバイスを求めることがで

きる体制で行った。 

 

 

中間発表 

事業計画を初めて 6 時間経過した時点で、「中

間発表」として各グループの状況説明と現段階の

企画案を発表した。疑問に思ったことは参加者同

士質問し、足りない部分の補足や、考えの甘い部

分を指摘し合い、それぞれ完成に向けた意見交

換を行った。 
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3 日目：8 月 28 日（金） 

（９）グループ発表 

 西田真哉氏（トヨタ白川郷自然学校 校長） 

各グループから提出された事業企画書・チラ

シをまとめ、冊子とした事業企画集（P.32 参照）を

もとに、グループ発表を行った。発表会では立案

した企画を発表するとともに、それぞれ個人の環

境教育に関する想いや、事業計画を通じて感じ

た事・学んだ事を発表することで今回の研修の振

返りを行った。 

 

 

 

（１０）現場をのぞみ見て 

西田真哉氏（トヨタ白川郷自然学校 校長） 

 

参加者それぞれが今回の研修を振返り、事業計画を行ったグループ内で共有をした。また現場

に帰った際に、今回の研修をどの様に活かすのか、参加者同士どの様に繋がるのか、現場をのぞ

み見た総括と共に参加者へエールを送った。 

 

【グループワーク】 

・グループ内で振返りをし、分かち合う。 

・活動場所が近い人、３～5 人程度（同じ県の人同士、

また同じ県内の人が多い場合は、現場（小学校・行政

等）が近い人）で集まり、研修中に気づいた事・学びとな

った事、またそれぞれの現場でどう活かしたいか、今後

の考えを共有する。 

 

 

【講義・まとめ】 

本研修内容について 

今回の研修は２回の検討会を経て内容を練り、実施に至っており、またタイトルについても一ひ

ねりして、「つながる」という重要なメッセージを取り込んだものとなっていることを説明し、とても丁寧

に企画された事業であることを強調した。 
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「つながる」というキーワードについて 

西田氏が阪神淡路大震災でボランティアコーディネーターを務めた時に出たフレーズ、「楽しく

なければ繋がらない。楽しくなければ広がらない。でも楽しいだけでは意味が無い。」を紹介し、こ

れは環境教育の世界でも共通していると述べた。昨日、酒井氏による自然体験活動をおこなった

が、楽しいだけでは終わらず、自然や環境のメッセージを加える事や、分かち合いをする事によっ

て、気づきを学びへと繋げるものだった。気づきが学びに繋がることで、教育・学習となることを説明

した。 

 

人間関係と自然、価値観のつながりについて 

西田氏は元々、人間関係のトレーニングを専門として

いたことから、そこでの経験をもとに、自分と他者、自然、

自分自身との関係について解説した。「インタープリター

は人と自然を繋ぐ人（自分⇔自然）である。また、自分自

身との関わりをどうしているか（自分⇔自分自身）という事

が、人との関わり（自分⇔他人）に影響を及ぼしている。

そして、個人の持つ価値は、個人と社会が繋がる部分で

ある（自分⇔価値）。つまり、様々な人、環境、価値観との

関わり（人間関係）によって人は変化し、成長をする。環境問題への気づきは、自分を取り巻く様々

なきっかけから始まることから、環境教育とは価値教育とも言え、様々な教科を横断し、様々な繋が

りが大切とされる」ことを説明した。 

 

最後に 

今回の研修では事業企画を通じて様々な主体との「つながり」を学んだ。また、事業企画を通じ、

合意形成・問題解決のプロセスを踏み、「事業企画集」が成果物として完成した。今回の研修の全

てが非常に大切なプロセスであり、そこで学んだ事を現場に持ち帰り、活用していただきたいと締

めくくった。 
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（１１）閉講式 

【修了証書授与】 

研修生代表者に中部地方環境事務所環境対

策課長より修了証を授与した。 

 

 

 

 

 

 

【閉講挨拶】 

中部地方環境事務所 環境対策課長 

伊藤正市氏 

・ 2 泊 3 日ご苦労様でした。 

・ 本研修で企画された事業が一つでも実現でき

るとよいと願っている。 

・ 先生方の教育の現場での環境教育の実施は

難しいところもあると思うが、学校を取り巻く地

域で子どもを育てること、できることから始める

事が大事。 

・ 今回のプログラムはそれらのネットワーク作りの

場と考えてもらいたい。一般、NPO の方も、地

域にもどってから、自分自身が主体となり、つながる･広がる・高めあうプログラムを実施してもら

えるとよい。 

・ 環境省では、環境カウンセラーの育成を実施している。子どもエコクラブでは地域のリーダーか

ら子供たちの身近にある材料でプログラムを実施している。このような行政の環境教育支援のツ

ール、場所も積極的に使っていただきたい。 

・ 今回の研修で学んだ事をそれぞれの地域で活用し、つながる人材となる事を期待している。 
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４．企画事例集 
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５．アンケート 

 

調査の目的：研修の開催、また研修内容に対するご意見・感想の把握 

調査実施日：2009 年 8 月 29 日（研修最終日） 

調査人数：37 人 

回答者数（回収率）：37 人（100％） 

 

 

（１）参加者の属性 

 

１．区分  

区分 件数 

行政 8

公益法人 2

学生 2

企業 1

一

般 

その他（一般） 7

小学校 7

高等学校 4

中学校 4

教

員 

その他（教員） 2

総計 37

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．年齢

60代
8%

50代
8%

40代
36% 30代

24%

20代
24%

３．性別

女性
32%

男性
68%

１． 区分 

一般が 20 名、教員が 17 名となった。 

 

２． 年齢 

40 代が一番多く 36％であり、続いて 20

代・30 代が、それぞれ 24％であった。 

 

３． 性別 

男性が 68％、女性が 32％であった。 
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（２）研修概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．実施時期について

この時
期で良
かった
59%

別の時
期の方
が良

かった
30%

無記入
11%

２．研修の期間

無記入
5%

短い
3%

長い
8%

適当で
ある
84%

３．講座を知ったきっかけ

教育委
員会
49%

募集チ
ラシ
16%

ホーム
ページ

5%

その他
30%

１． 実施時期について 

【一般】 

・土日をふくめて欲しい 

【教員】 

・2 学期が始まっているので、もう少し早く

行ってほしい。（2 件） 

・夏休み前半にして欲しい。（6 件） 

 

２．研修の期間 

【長いと回答】 

・一泊二日（3 件） 

【短いと回答】 

・もっと実践力をつけるために、情報交換

の時間が欲しい。 

３．講座を知ったきっかけ 

【その他の回答】 

・職場・所属団体・友人・講師・フルハシ環

境総合研究所からの紹介。（各 1 件） 

・他の研修会の資料に案内が入ってい

た。 
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（３）研修内容について 

 

４－１．研修の目的・内容は、ご自身の 

研修に対するニーズと合っていましたか。 

 

 

 

５．講義等についての評価 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４.研修目的とご自身のニーズとの合致 

とても合致
していた

22%

やや合致

46%

あまり合致
していな 

19% 

合致して
いなかった 

5%

無記入 
8%

していた

かった 

４－２．今後行って欲しい研修テーマ、内容について 

【合致していた】 

・地域に根ざした活動を支える人材を、育てる人を育

てる研修 

・今回の発展上にあるもの（例えばリスクマネジメント）

・行政、法人、行政との実践的な連携手段の方法 

・体験学習を通した環境教育(活動を重点的に) 

【合致していなかった】 

・プログラム作成 

・具体例、失敗例を知りたい 

・学校現場で役立つ環境教育事例や進め方のスキル

・現場の悩みを解消する手立てが知りたい 

5-1.基調講演（平田講師） 

○ 
73% 

△ 
19% 

× 
5%

無記入 
3%

5-2.事例発表と情報収集 

無記入
3%

× 
0% 

△ 
14%

○ 
83%

【○】 

・「つなげる」心構えをつくるのに役立った。 

・興味のある内容だったので、もっと時間がほしかった。（8 件） 

【×】 

・時間短く、環境との関係がよく分からない。 

【○】 

・環境教育を外部でする際のヒントを得る事ができた。 

・沢山の方面からの意見や話が聞けてよかったです。 

【△】 

・情報量が多いわりに時間が短すぎると思う。 

・それぞれの事をどう繋げたいのか分からなかった。 
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5-3.WS:ねらいの共有化

○ 
68% 

△ 
16%

× 
8%

無記入 
8%

5-4.講義（森本講師）

× 
0% △ 

16% 

○ 
84% 

5-5.交流会 

○ 
39%

△ 
32% 

× 
24%

無記入 
5%

5-6.屋外プログラム

無記入 
3%

× 
0%

△ 
0%

○ 
97%

5-7.WS:事業企画作り 

○ 
62% 

△ 
19%

× 
5% 

無記入 
14% 

【○】 

・やるべきねらいが分かり、今後の方向づけができた。 

・ネットワーク作りの第一段階として役立った。 

【△・×】 

・目的がよく分からなかった。 

・専門家のアドバイスが要所でもっと入るともっとやりやすか

ったです。 

【○】 

・先駆的に環境教育をしているので、とてもためになっ

た。役立てられそう。 

【○】 

・できる限り、多くの講師、参加者とお話しができて、良かっ

た。互いの仕事内容を聞ける時間として有意義だった。（5 件）

【×】 

・もっとゆっくり話したかった。 

・普通の交流会にして欲しかった。 

【○】 

・実践的なプログラムを体験できてよかった。自分の仕

事に生かせる。（3 件） 

・人を引き付けるには、どんな態度でのぞむべきかもわ

かりました。 

【○】 

・濃い時間を持てました。課題は難しかったけど、満足。 

・合意形成プロセスが今後の活動の参考になった。 

・人と企画を作り上げる作業が参考になりました。 
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６．講義の中で、一番印象に残っていること・役立ちそうなことをお書き下さい。 

・企画の立案（6 件） 

・屋外プログラム（6 件） 

・事例発表。広田氏・花木氏・平田氏・森本氏・酒井氏等。（8 件） 

・参加者同士、また講師との情報交換や交流。（4 件） 

・｢つなげる｣ということ｢つながる｣ということが具体として考えられた。 

・環境教育とは様々なアプローチがあることを知りました。 

・多方面の方といろいろ知り合えた事、共感できた事が財産でした。 

・環境教育を切り口にして、様々な業種の方、学校の先生方と交流できたこと。 

・発信すること。つながることの重要性。 

5-8.グループ発表

○ 
81%

△ 
14% 

× 
0%

無記入 
5%

5-9.現場をのぞみ見て

○ 
70%

△ 
8%

× 
3% 

無記入 
19%

【○】 

・チーム一人一人の感想を紹介できたのがよかった。 

・皆さんが研修中感じていらしたことを聞けてよかった。 

・みんなの取り組みの様子が伝わって、大変良かったで

す。 

 

【○】 

・いろいろなつながりを知ることができました。 

・西田先生のお話は、何かを気づかせてくれました。 
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（４）今後の活動について 

 

７．あなたが環境学習（体験学習）を実施している、または今後実施していく上で、何か悩み

や課題はありますか。 

 

８．あなたが環境教育等を実施する上で工夫している点、または今後改善したい点は何です

か。 

・人・団体・地域等との関わり・つながりを積極的に持ちたい。（4 件） 

・学校の先生や地域の人に、自ら飛びこんで要望を聞く。 

・他団体と協同体制をつくって新しい企画を考えたい。 

・現状のとりくみを環境教育の視点で上手にコーディネートしていきたい。 

・郷土に愛着が持てるようになること。 

 

７．環境学習を実施していく上での、悩みや課題

11
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９．環境教育等を実施する際、主に留意している事項、または今後留意していきたい事項は

なんですか。 

・様々な立場の人との連携を深めていきたい。（4 件） 

・安全確保。（4 件） 

・地域のすばらしさを気づく活動の反面、現在加速している環境破壊のアナウンス。 

・関わった生徒、子供たちが自分の言葉、気持ちで環境を大切にする行動、発言ができるような育

て方をしていきたいです。 

・小さなことでも継続させていくことが大切だと思います。 

 

 

１０．今回の環境教育リーダー研修の全体の評価はいかがでしたか。 

１０.全体評価

とても良
かった
43%

やや良
かった
32%

あまり
良くな
かった
14%

無記入
11%

 

 

・期待していた内容と違ってはいたが、異業種の方々と交じり合え、久しぶりに刺激を受けること

ができました。企画作りという新しい活動のスタイルも体験でき、良い時間をすごす事ができまし

た。 

・講演、パネルディスカッション、フィールドワーク、グループワーク、交流会。構成としてたいへん

バラエティに富んでいて、面白かったです。一方で、「バランス」が悪かったように思います。(グル

ープワーク偏重！？)。 

・教育という視点であるなら、教育現場の人たちが活用できることを全体プログラムとして入れて

ほしい。子供たちに生かすことができるものを組み込んでいってほしい。 

・日程に余裕がなく、慌ただしい３日間だったように思う。 

 



 45

６．資料 
 
ⅰ．環境教育指導者育成事業 環境教育リーダー研修基礎講座 実施要項 
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ⅱ．中部ブロック環境教育リーダー研修基礎講座 開催要項・募集チラシ 
 

平成 21 年度 中部ブロック環境教育リーダー研修基礎講座 

開催要項 

 

■開催趣旨 

文部科学省と環境省は、環境教育・環境学習を推進する人材育成のために、学校の教

職員、及び地域で活動されている方などを対象に研修を行います。 

この研修では、実際に地域や人とのつながりを通して活躍されている方々を講師に迎え、

事例を学ぶとともに、地域リーダーとして環境教育関係事業を立ち上げるために必要な人

や場所、手段等について学びます。 

これにより、環境教育・環境学習の指導者としてのスキルアップを図るとともに、参加者相

互の交流によりパートナーシップを築き、学校の子どもたちや地域の人々に対する持続可

能な社会のための教育の場づくりの推進に役立てることを目的としています。 

 

■研修の目的 

①環境教育・環境学習に関する知識の習得 

②学校や地域における環境教育・環境学習の進め方 

③講座を通じた、新しいネットワークの構築 

 

■日程・場所 

日時 ： 平成２１年８月２６日（水）～２８日（金）（２泊３日）  

会場 ： 愛知県青年の家（愛知県岡崎市） 

 

■主催等 

主催 ： 環境省、文部科学省 

実施主体 ： 中部地方環境事務所 

協力 ： 愛知県、愛知県教育委員会、名古屋市 

請負団体 ： 株式会社フルハシ環境総合研究所 
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■参加対象 

対象 ： 富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、愛知県、三重県内に在住・在勤・在学

で、環境保全活動等に取り組んでいる方、またはこれから取り組もうと考えている

方 

 （教員の方は、富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、愛知県、三重県に在

住、在勤、在学の国・公・私立の小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、

特別支援学校の校長及び教員等のうち、これから環境教育・環境学習に取り

組もうと考えている者で、国立学校については所属する国立大学法人学長、

公立学校については都道府県・指定都市教育委員会、私立学校については都

道府県知事の推薦する者） 

 

（注）本研修は、環境教育リーダーを育成するため、環境保全活動に関わるパートナ

ーシップの構築を主目的に実施するものであり、個別プログラムの立案方法

などのスキルを学ぶ場とはなっておりませんのでご注意下さい。 

 

■定員 

６０名 

（うち３０名（愛知県外は各県３名程度）は教員で関係県教育委員会を通じて別途募集。

申込み多数の場合は先着とする。） 

 

■経費・参加費   

実費７，５００円程度 

研修に関わる経費は主催者負担とし、参加者に関わる旅費及び宿泊費等は参加者の

負担とする。 

研修宿泊施設の使用料・交流会費・食費と傷害保険料等の実費を予定。 

 

■参加手続き 

上記の参加対象に該当する方は、各県教育委員会において、指定都市教育委員会、

県知事部局、付属学校を置く国立大学法人と連絡協議会のうえ、参加者を選び、参加者

名簿を開催県教育委員会あてに提出する。 

開催県教育委員会はブロックにおける学校教員等の参加をとりまとめのうえ、各ブロッ

クの地方環境事務所の指定する日までに、該当地方環境事務所あてに提出する。 

※参加の可否や、詳細につきましては別途通知いたします。 
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ⅲ．参加者・講師名簿 
 

受講生 

No 氏名 所属 県 

1 永田 孝 知多自然観察会（碧南高等学校） 

2 佐野 方孝 （株）ダイセキ環境ソリューション 大府緑化推進研究会 

3 内田 京子 トヨタ自動車（株） 社会貢献推進部 

4 滝田 総子 名古屋市役所 環境局 環境都市推進課 

5 佐竹 義雄 工房ばんどり 

6 鈴木 一也 地球温暖化防止活動推進委員 

7 宮崎 直子 岡崎市環境部自然共生課 

8 川戸 健司 日本福祉大学 

9 成松 恵 株式会社フルハシ環境総合研究所（インターンシップ） 

10 野尻 真由美 刈谷市環境支援員・愛知県地球温暖化防止活動推進員 

11 中村 羊大 愛知県立豊田東高等学校 

12 石田 拓三 名古屋第一高等学校 

13 北村 まり子 豊明市立豊明小学校 

14 木下 浩 弥富市立白鳥小学校 

15 山下 美保 知多市立佐布里小学校 

16 佐藤 貴裕 刈谷市立雁が音中学校 

17 中村 聡 西尾市立八ツ面小学校 

18 中河 伸弥 小坂井町立小坂井西小学校 

19 古田 康貴 愛知県立豊川養護学校（中学部） 

20 鈴木 秀樹 名古屋市教育委員会 指導室 

愛知県

21 齋藤 弥生 多治見市役所市民環境部環境課 

22 加藤 裕章 アウトドアサポートシステム（ODSS） エコツーリズム事業部 

23 沖本 暢敬 岐阜県立飛騨高山高等学校 

岐阜県

24 大橋 京子 三重県環境学習情報センター 

25 林 正次 （社）日本海洋少年団連盟 四日市海洋少年団 

26 高橋 宏輔 伊勢市役所 環境課 

27 渡辺 正彦  ― 

28 松尾 英人 志摩市立 立神小学校 

三重県
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29 中島 滋子 宮田村立宮田小学校 

30 武井 正樹 長野市立犀陵中学校 
長野県

31 浅江 麻里子 財団法人 とやま環境財団 

32 桶屋 宗伯 入善町立入善西中学校 
富山県

33 山田 友梨恵 石川県環境部 企画調整室 

34 杉村 武 白山市立蝶屋小学校 

35 石田 順子 金沢市立犀生中学校 

36 宮下 裕樹 石川県教育委員会学校指導課 

石川県

37 三田村 昌和 福井県立武生工業高等学校 福井県

 

 

講師 

38 平田 裕一 中京女子大学 

39 西田 真哉 トヨタ白川郷自然学校 

40 新海 洋子 環境省 中部環境パートナーシップオフィス 

41 広田 奈津子 ブログミーツカンパニー 

42 木村 真樹 コミュニティー・ユース・バンク momo 

43 花木 峰生 ブラザー工業株式会社 

44 伊藤 隆 愛知県 環境活動推進課 

45 森本 章夫 名古屋市 環境局 環境都市推進課 

46 酒井 立子 プロ・ナチュラリスト 

 

 

実施主体・運営スタッフ 

47 市原  信男 中部地方環境事務所 

48 細川 真宏 中部地方環境事務所 

49 伊藤 正市 中部地方環境事務所 

50 中井 啓三 中部地方環境事務所 

51 髙木 丈子 中部地方環境事務所 

52 丸子 義彦 愛知県教育委員会 義務教育課 

53 黒崎 亜由美 株式会社フルハシ環境総合研究所 

54 杉浦 泰葉 株式会社フルハシ環境総合研究所 

55 岩田 茉莉エ 株式会社フルハシ環境総合研究所 

56 太田 千晶 株式会社フルハシ環境総合研究所 
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ⅳ．検討会設置要綱 
 

平成 21 年度 中部ブロック環境教育リーダー研修基礎講座検討会 設置要綱 
 

（設置目的） 
第１条 中部地区における当該事業の特性を活かした研修の実施に向けて、「環境教育指導

者育成事業環境教育リーダー研修基礎講座実施要領」（以下、「要領」という。）に基

づき、研修会を実施するための具体的な開催要項を作成することを目的とし、平成

21 年度中部ブロック環境教育リーダー研修基礎講座検討会（以下、「検討会」とい

う。）を設置する。 
 
（議事） 
第２条 検討会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事項について議論を行

う。 
（１）要領に基づく研修の企画・運用に関すること。 
（２）要領に基づく研修プログラムの作成・実施に関すること。 
 
（構成） 
第３条 検討会は、別表に掲げる者を検討委員とする。ただし、必要があると認められる

時は、検討委員を追加・削除又は変更することができる。 
 
（座長） 
第４条 検討会に座長を置き、検討委員の互選によってこれを定める。 
 
（検討会） 
第５条 検討会は、座長が召集する。 
  ２ 検討会は、必要に応じて、検討委員以外の者の出席を求め意見を聞くことができ

る。 
 
（庶務） 
第６条 検討会の庶務は、株式会社フルハシ環境総合研究所において行う。 
 
（その他） 
第７条 この要領に定めるもののほか、検討会の運営その他必要な事項はその都度協議し

て定める。 
 
附則 
（施行期日） 
この要領は、平成 21 年 月 日から施行する。 
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ⅴ．検討委員会開催概要 
 

＜第 1 回検討会＞ 

日時：2009 年 6 月 4 日（木）15:30～17:30 

場所：環境省 中部地方環境事務所 第一会議室 

出席者： 

座長：平田裕一氏（中京女子大学） 

検討委員：西田真哉氏（トヨタ白川郷自然学校） 

酒井立子氏（NPO 法人チームばんどり） 

花木峰生氏（ブラザー工業株式会社） 

新海洋子氏（環境省 中部環境パートナーシップオフィス） 

森本章夫氏（名古屋市環境局） 

伊藤隆氏（愛知県環境局環境活動推進課） 

丸子義彦氏（愛知県教育委員会義務教育課） 

実施主体：下川元一氏・中井啓三氏・髙木丈子氏（環境省 中部地方環境事務所） 

事務局：黒崎亜由美・杉浦泰葉（株式会社フルハシ環境総合研究所）   

議題：１）環境教育リーダー研修基礎講座の企画内容の検討 

２）運営スケジュールの検討 

３）募集方法・参加募集チラシの検討 

４）関係経費の検討等 

検討内容： 

①プログラム内容、運営スケジュールについて 

・幅広い対象に同一の研修内容で、研修の目的でもある「子どもにとってより良い教育」に繋が

るのかといった課題がある。（平田氏） 

・地域活動にこれから取り組みたいと考える方が参加することを想定すると、まず体験できる場

が必要ではないか。（丸子氏） 

・今のプログラムは盛り込みすぎで、内容が多い。（新海氏） 

・教員・地域の方が一緒になる場はとても貴重なので、参加者同士が繋がる事を大切にして欲

しい。（新海氏） 

・情報収集の時間をプログラムの冒頭の時間に集約し、酒井氏のワークショップ体験、グルー

プワークでのプロジェクトの立案、まとめ、といった流れが良いのでは。（西田氏） 

・パネルディスカッションではなく、講師と参加者の対話が出来た方が良い。（新海氏） 

・これまでは環境教育プログラムを持ち帰るという明確な目的であった。今回の内容では参加

者に目標設定をしてもらうこと自体、レベルが高すぎるので、目標設定できない方もいるので

は。（酒井氏） 

・研修の目的を明確にし、何を得て帰るのかを明確にするべき。（酒井氏） 

・募集の際には、研修の目的をきちんと伝えることが必要。（伊藤氏） 

・「環境教育リーダー研修基礎講座」の名前はどうなのか？基礎講座としているのは違和感が

ある。（森本氏） 

・教員は環境について、あまり知らない。研修のレベルが高いので、教員には事前に勉強して

もらうようなことが必要になるのでは。（森本氏） 

・環境教育プログラム体験を研修の冒頭で行う事により、環境教育というものを明確にするとい

った手助けが必要。（森本氏） 

・１日目は導入の時間。２日目以降はグループワークにてプロジェクトの立案に徹する。個人の
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目的を明確化し、同じ様な目的を持った参加者で、グループを作ってはどうか。交流の意味

も込めて、２日目の朝に酒井氏のプログラム体験を入れるとよいのでは。成果物として、参加

者が作成した事業をまとめ、事例集とすることもできる。（西田氏） 

・最終日の講評はいらない。（西田氏） 

・教員と一般参加者が講座に求める事は違う。教員は、学校現場で活用できる人材やプログラ

ムや場所などの情報やネットワーク、一般参加者は個人のスキルアップやネットワーク作りな

ど様々。（新海氏） 

・参加者にとって、研修で知り合った人材の活用、連携、または施設、教育プログラムの発掘の

場としてもらいたい。そのためには、インタープリターの能力やコミュニケーションの手法を学

んでもらうことも必要かもしれない。（新海氏） 

・ワークショップを運営していく方法を先生は知りたいと思っている。学校・地域で活用したいと

考えている。（酒井氏） 

・テーマ設定もグループで身近な課題などから定められると良い。（平田氏） 

・参加者がお互いを知った上で、どの様な場所で、頻度で…といった内容を掘り下げていくこと

で、現場に戻った時に活用できるものとなるのでは。（平田氏） 

・限られた研修時間の中に、愛知県の話は必要か？（伊藤氏） 

・地域で活動する人のネットワークは、現状では個人の繋がりとなってしまっている。この課題

に対し、名古屋市では環境サポーター制度を導入。このような取り組みを活用できるという事

を知る場にもしたい。また、他県でも応用して欲しい。（森本氏） 

・本講座の終了時、参加者は環境サポーター制度の登録をし、地域での活躍の場を得たり、

学校で活用できたりするようにしても良いと考えている。（森本氏） 

 

②プログラム内容、募集方法・参加募集チラシ、関係経費について 

・このチラシでは講師の方がどんな事をやっている方か分からない。（新海氏） 

・講座を通して参加者がどの様なことが得られるのか、メリットが見えると良い。（新海氏） 

・経費のところで紙コップが計上されているが、紙コップではなく、是非名古屋市のリユースカッ

プを。（新海氏） 

・企業人が参加しても勉強になる研修だと思う。（花木氏） 

・教員の参加する研修会では、誰でも参加できるのではなく推薦された方。しかし、これを機会

に地域活動に積極的に関わっていく人材を育てたい。（丸子氏） 

・学校の先生にとって具体的な内容、興味を引く内容、直ぐに使えるという事例があると、関心

を持ってくれるのではないか。そのような視点で研修の内容を見直すと良い。（新海氏） 

・今のチラシ案では、企業人が参加するメリットが見えない。（花木氏） 

・チラシの「リーダー」と、「これから取組む方」という文言は相反するのでは。（花木氏） 

・タイトルは「繋がる事でみんなまるもうけ」というイメージ。（酒井氏） 

・講座に参加することで、埋もれてしまっている貴重なツールを見つけられる、という事が解る内

容に。（酒井氏） 

・このような内容であれば、他県や市町村の行政関係者にも参加をして欲しい。（伊藤氏） 

・募集枠に、行政枠は良いと思う。（森本氏） 

・教員を目指す学生も入れて欲しい。平日の３日間ではリタイアされた方が多いのでは。（新海

氏） 

・愛知県では 2 巡目に入っており、「基礎講座」の名前は、中部事務所でも課題となっている。

チラシには小さく入れる程度で良い。講座内容をきちんと表すタイトルが大切。（髙木氏） 

・愛知県では、来年COP10が開催されるという事もあり、生物多様性、COP10という文言をチラ

シに入れて欲しい。（丸子氏） 

・愛知県のパートナーシップ事業として登録しては。（伊藤氏） 

・COP10 という言葉では市民は集まらない。ピンと来ないようである。（酒井氏） 

・キャッチコピーは何が良いか？次回までに要検討。（平田氏） 
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・「せっかくの CSR の教材を宝の持ち腐れにしていませんか？」「みんなでつながって、みんな

でまるもうけ」「教育現場の活用・ 活躍の場を見つけよう」などのキャッチコピーを考えると良

い。 （酒井氏） 

 

○検討内容のまとめ 

・プログラム内容等については、次回までに事務局で再度検討し、検討会で検討する。 

・研修会のサブタイトルは、次回までの宿題。 

・募集方法として、企業・行政に対するアプローチ方法を検討。 

・プログラム内容は、講師の再考、内容を削減する方向。 

・講座の方向性としてはグループワークに重点を置く。 

・グループワークのテーマは参加者が自由に設定。その中で自由に繋がりを考える。 

・アウトプットとして出てきた事例は、事例集として持ち帰る事を検討。 

・修了生は名古屋市の環境サポーター制度に登録できる事を検討。 

・参加者間のネットワークができる研修に。 

・実践的な活動に繋がる研修に。 

 

 

＜第 2 回検討会＞ 

日時：2009 年 6 月 25 日（木）15:30～17:30 

場所：環境省 中部地方環境事務所 第一会議室（予定） 

出席者： 

座長：平田裕一氏（中京女子大学） 

検討委員：西田真哉氏（トヨタ白川郷自然学校） 

酒井立子氏（NPO 法人チームばんどり） 

花木峰生氏（ブラザー工業株式会社） 

新海洋子氏（環境省 中部環境パートナーシップオフィス） 

森本章夫氏（名古屋市環境局） 

伊藤隆氏（愛知県環境局環境活動推進課） 

丸子義彦氏（愛知県教育委員会義務教育課） 

実施主体：下川元一氏・中井啓三氏・髙木丈子氏（環境省 中部地方環境事務所） 

事務局：黒崎亜由美・杉浦泰葉（株式会社フルハシ環境総合研究所）   

議題：１）環境教育リーダー研修基礎講座の企画内容の検討 

２）開催案内（募集チラシ）の検討 

３）募集方法の検討等 

検討内容： 

①プログラム内容について 

【西田氏よりご説明】 

・平田先生の講義は、「研修の仕込みの時間になりますので、心して聞いて下さい。」とのメッセ

ージを添える。 

・「ワークショップのすすめ」は新海氏に担当していただく。今あるものを繋げて、新しいものを

作っていくことを説明する。 

・グループ作りは、人間ＫＪ法を用いる。 

・酒井氏のワークショップでは、「頭ほぐし、体ほぐし」を行なう。プログラム体験をあまりしない、

初心者の方を対象とした優しい内容に。 
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・各グループで、企画書・チラシの作成を行なう。⇒全グループを合わせ、「企画集」にする。事

務局で表紙・裏表紙を作成する。 

・最後のまとめではレクチャーシートを配布し、「ファシリテーターとは」について説明する。 

【ご意見】 

・初日の事例発表の詳細内容については、７／３（金）15：00～に、広田氏・木村氏・花木氏と

打合せをし、検討する。（新海氏） 

・「情報提供と事例報告」の冒頭で、新海氏から本研修の最終目標（事業計画を作成してもらう

こと）のための情報収集の時間であることをしっかりと説明する。（西田氏・酒井氏） 

・木村氏・広田氏・花木氏・伊藤氏の発表は、各 20 分。質疑応答は、関心のある講師に取材を

する形式。（新海氏） 

・講師に環境学習指定校が入っていないが、現場との接点を持つという事を目的に事例発表

をしていただく。（西田氏・新海氏・黒崎） 

・「企画集」は、実際の参加者同士での活用があったり、その参加者に関わる方と繋がりを作っ

ての活用があったりと、様々な方法が考えられる。使えない「企画集」ではなく、使うためにどこ

の誰にアプローチすべきかを知る研修にする。（西田氏・新海氏・平田氏） 

・開校式後のオリエンテーションは、研修中の生活についてのオリエンテーション。（黒崎） 

・講師の拘束時間は、希望としては１日目＋２日目の午前中。しかし個別にご相談させていた

だく。（西田氏・黒崎） 

・研修後のフォローとして、３年間の追跡調査を行なっている。（髙木氏） 

・個人情報の問題があるので名簿リストは事務局が作らない方が良い。（平田氏・西田氏） 

 

②開催案内（チラシ）について 

・キャッチコピー「つながる・ひろがる・高めあう～環境教育の幅を広げるヒントがたっぷり or いっ

ぱい～」（西田氏・森本氏） 

・研修の目的部分の文章を、平田先生のメッセージに。繋がる事の大切さを伝える文章・図で

表す。（新海氏・西田氏・平田氏） 

・「協力」に名古屋市を追加する。（森本氏・髙木氏） 

・主催者側の整理もあるため、名古屋市教育委員会は入らないことはやむを得ない。（森本

氏・平田氏） 

・西田氏：ファシリテーター、新海氏：コーディネーターに修正。（新海氏・西田氏） 

・平田氏は「講義」から「基調講演」に。（髙木氏） 

・「学習プログラムの立案方法などのスキルを学ぶ内容とはなっていません。」→「プログラムを

体験する事によって、ワークショップの手法や、リーダーシップについて学ぶ事も可能です。」

（西田氏） 

・講師の写真を入れるか否かはフルハシで良いように取りまとめる。（平田氏） 

・チラシのスケジュール ： 7／3 チラシ内容の確定→検討員に配信・確認、7／8 電子データの

完成・入稿、7／10 印刷完了→発送 

・企業は、ＥＰＯＣだけに留まらず、広く募集をする。→各商工会議所・青年会議所（酒井氏・花

木氏・新海氏） 

・環境カウンセラー協会（森本氏）・中部経済産業局を通じても依頼を（花木氏） 

・大学にも募集をかけること（新海氏） 

 

○その他 

・研修内容では、「研修のしおり（冊子）」を配布。研修の流れに加えて、プログラムごとに目的

やポイントが入っていると参加者にとっても分かりやすい。（中井氏） 

 


